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―
合
併
時
の
約
束
を
守
れ
―

合
併
に
際
し
て
の
市
民

意
向
調
査
で
、
特
に
力
を
入
れ

て
ほ
し
い
施
策
の
上
位
３
点

「
高
齢
者
福
祉
の
充
実
」「
安
心

し
て
歩
け
る
道
路
の
整
備
」

「
環
境
対
策
の
推
進
」
に
つ
い

て
、
達
成
度
の
検
証
が
必
要
。

現
在
着
手
し
て
い
る
市
道
整
備

計
画
や
、
市
道
整
備
基
金
は
早

急
に
設
置
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

市
長
の
決
意
を
伺
う
。

高
齢
者
福
祉
の
充
実
は
、

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
の
策
定

を
待
っ
て
対
応
す
る
。
市
民
が

安
心
し
て
歩
け
る
道
路
整
備
は

望
む
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
一
挙

に
は
無
理
。
可
能
な
限
り
予
算

の
中
で
考
え
て
い
き
た
い
。

―
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ま
ち
づ
く

り
の
実
現
を
―

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を

基
本
と
し
た
新
市
建
設
計
画
で

は
、「
公
共
公
益
施
設
だ
け
で

な
く
民
間
の
建
築
物
に
つ
い
て

も
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
へ
の
誘
導

策
を
講
じ
る
」
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
こ
れ
を
実
施
し
て
い
く

根
拠
と
し
て
「
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
条
例
」
の
制
定
が
定
め
て

あ
る
。
制
定
予
定
を
伺
う
。

15
年
度
に
条
例
制
定
に

着
手
す
る
。
ハ
ー
ド
部
分
に
対

し
て
の
根
本
的
な
考
え
を
持
つ

必
要
が
あ
り
、
関
係
者
に
も
参

加
し
て
も
ら
い
検
討
し
て
い
く
。

◆
市
内
中
央
部
、
は
な
バ
ス
の

実
現
を
！

◆
市
民
参
加
条
例
の
積
極
的
活

用
を
求
め
る

子
ど
も
の
冒
険
遊
び
場
を

市
民
の
プ
レ
イ
パ
ー
ク

活
動
を
支
援
す
る
考
え
は
。

せ
せ
ら
ぎ
公
園
で
活

動
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
は
、
自

力
で
や
っ
て
い
る
。
関
係
部
と

十
分
協
議
し
対
応
す
る
。

自
分
の
責
任
で
遊
ぶ
公

園
が
あ
れ
ば
す
ば
ら
し
い
こ
と

だ
。

公
民
館
保
育
を
子
育
て
支
援
の

視
点
で
見
直
し
を

保
育
付
事
業
の
拡
充
、

保
育
室
の
親
子
利
用
を
可
能
に
。

来
年
度
の
予

算
化
に
向
け
努
力
し
て
い
く
。

高
齢
者
の
住
宅
政
策
の
充
実
を

高
齢
者
ケ
ア
付
住
宅
や

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
増
設
を
。

15
年
度
策
定
予
定
の
住

宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
位
置
づ

け
、
整
備
に
向
け
努
力
し
た
い
。

市
営
住
宅
の
建
て
か
え

に
合
わ
せ
高
齢
者
・
障
害
者
向

け
住
宅
が
計
画
さ
れ
て
い
た
が
、

住
吉
町
６
丁
目
の
都
営
住
宅
建

て
か
え
の
断
念
が
、
福
祉
会
館
、

泉
町
市
営
住
宅
の
建
て
か
え
計

画
に
影
響
す
る
か
。東

伏
見
住
宅

も
都
市
計
画
道
路
に
か
か
っ
て

お
り
、
根
本
的
見
直
し
が
必
要
。

駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
周
辺

整
備
事
業
計
画
へ
の
市
民
、
当

事
者
参
加
を

交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法

に
基
づ
く
基
本
構
想
を
定
め
駅

周
辺
整
備
事
業
計
画
に
反
映
を
。

当
事
者
参
加

の
も
と
16
年
度
か
ら
17
年
度
に

か
け
て
定
め
る
考
え
で
い
る
。

１
９
９
５
年
、
高
齢
者
福
祉
一

筋
の
公
約
を
掲
げ
当
選
し
て
以

来
、
現
場
か
ら
の
発
信
を
モ
ッ

ト
ー
に
数
多
く
の
声
を
届
け
て

き
た
。
最
後
に
当
た
り
、
こ
れ

か
ら
の
福
祉
政
策
は
、
計
画
、

実
行
、
評
価
へ
の
市
民
参
加
な

く
し
て
あ
り
得
な
い
こ
と
を
指

摘
し
、
質
問
す
る
。

高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
の
中

間
ま
と
め
が
全
戸
配
布
さ
れ
、

市
民
懇
談
会
も
２
回
開
か
れ
た
。

計
画
の
売
り
は
何
か
。
市
民
参

加
の
特
徴
は
。
旧
両
市
で
残
っ

た
課
題
の
検
証
は
。

特
徴
は
、
中
間
ま
と
め

の
全
戸
配
布
や
市
民
懇
談
会
の

開
催
な
ど
。

市
民
懇
談
会
は
小
学
校

区
で
や
る
べ
き
だ
。
中
間
ま
と

め
も
高
齢
者
に
は
読
み
に
く
い
。

介
護
保
険
料
も
23
％
上
が
る
計

画
だ
が
、
市
民
と
の
議
論
が
必

要
だ
。

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

１
階
の
ス
ペ
ー
ス
は
も
っ
た
い

な
い
と
の
声
が
多
い
が
、
い
つ

ま
で
あ
の
ま
ま
な
の
か
。

障
害
者
の
支
援
費
制
度

の
受
け
皿
と
も
考
え
て
い
る
。

ハ
ー
ド
の
計
画
が
進
む

中
、
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例

の
制
定
が
必
要
だ
が
ど
う
か
。

平
成
15
年
度
に
取
り
組

み
平
成
16
年
度
に
は
制
定
す
る
。

福
祉
の
視
点
を
全
職
員

が
持
つ
こ
と
が
、
安
心
感
の
あ

る
ま
ち
と
な
る
近
道
で
あ
る
。

福
祉
自
治
体
を
掲
げ
よ
。

環
境
共
生
型
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て

緑
地
保
全
創
出
の
た
め

「
緑
の
確
保
条
例
」
の
制
定
を
。

策
定
中
の
緑
の
基
本
計

画
に
て
対
応
。
開
発
に
お
け
る

開
発
指
導
、
道
路
建
設
に
お
け

る
環
境
施
設
帯
へ
の
植
樹
等
、

新
た
な
緑
の
創
出
に
も
努
め
る
。

街
全
体
の
環
境
意
識
を

底
上
げ
す
る
た
め
、
環
境
学
習

リ
ー
ダ
ー
養
成
を
進
め
よ
。

環
境
学
習
の
条
例
整
備

と
あ
わ
せ
て
取
り
組
む
。

環
境
自
治
体
実
現
に
向

け
、
持
続
可
能
な
社
会
を
つ
く

る
た
め
に
、
自
治
体
の
連
携
を

行
っ
て
い
る
環
境
自
治
体
会
議

に
参
加
せ
よ
。

環
境
保
全
は
、
一
地
域

だ
け
で
な
く
広
域
的
に
や
る
必

要
が
あ
る
の
で
参
加
を
検
討
。

ア
レ
ル
ギ
ー
や
化
学
物
質
過
敏

症
対
策
に
つ
い
て

シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
病
予
防

と
し
て
学
校
、
保
育
園
等
の
公

共
施
設
の
揮
発
性
有
害
化
学
物

質
の
汚
染
調
査
を
行
え
。

小
中
学
校
は
、
来
年
度

か
ら
年
１
回
調
査
す
る
。
公
共

施
設
の
改
築
、
新
築
時
は
原
材

料
に
留
意
す
る
。
引
き
渡
し
時

の
調
査
も
検
討
し
た
い
。

子
ど
も
の
ア
レ
ル
ギ
ー

未
然
防
止
策
を
、
母
子
保
健
事

業
の
中
に
組
み
入
れ
よ
。

人
材
育
成
や
技
術
支
援

を
行
っ
て
い
る
都
と
連
携
し
て

計
画
的
に
進
め
た
い
。

西原自然公園（西原町４丁目）

田無駅北口

東京大学付属農場（緑町１丁目）

不
当
な
行
政
の
手
続
に
異
議
あ
り
！

桐
山
　
ひ
と
み
（
民
主
）

地
域
力
・
市
民
力

安
心
・
共
生
の
ま
ち
づ
く
り

茂
木
　
千
佳
子
（
生
ネ
）

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

切
断
・
離
脱
を

蔵
野
　
雅
章
（
民
主
）

西
東
京
市
を
子
ど
も
先
進
市
に

森
下
　
典
子
（
生
ネ
）

「
安
心
」
を
創
る福

祉
自
治
体
た
れ

安
岡
　
厚
子
（
市
民
）

緑
の
確
保
条
例
制
定

化
学
物
質
過
敏
症
対
策
を

渡
辺
　
嘉
津
子
（
生
ネ
）

の
高
齢
者
５
〜
９
人
程
度
の
少
人

数
で
ス
タ
ッ
フ
と
共
同
生
活
を
営

み
な
が
ら
、
痴
呆
症
の
緩
和
を
促

す
こ
と
を
目
的
と
す
る
介
護
サ
ー

ビ
ス

○
用
途
地
域

都
市
に
は
、
住
宅
・
工
場
・
店

舗
・
事
務
所
・
公
共
施
設
な
ど
多

種
多
様
な
建
物
が
あ
る
が
、
都
市

と
し
て
の
将
来
あ
る
べ
き
姿
を
想

定
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特

徴
・
性
格
・
道
路
の
配
置
状
況
等

を
考
慮
し
、
こ
れ
ら
の
建
物
が
無

秩
序
に
建
て
ら
れ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
、
地
域
ご
と
に
建
物
の
使
わ

れ
方
や
形
態
（
住
居
・
店
舗
・
事

務
所
・
工
場
等
）
を
定
め
る
も
の

を
い
う
。
用
途
地
域
に
併
せ
て
、

建
ぺ
い
率
・
容
積
率
・
高
度
地

区
・
防
火
お
よ
び
準
防
火
地
域
等

が
指
定
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
を
ま

と
め
て
「
用
途
地
域
等
」
と
い
う
。

来
年
度
の
「
健
康
づ
く

り
の
つ
ど
い
」
を
さ
ら
に
充
実

さ
せ
る
た
め
、
母
子
保
健
事
業

の
充
実
や
、
福
祉
団
体
に
よ
る

出
店
な
ど
、
に
ぎ
わ
い
の
あ
る

も
の
に
し
て
は
ど
う
か
。

来
年
は
３
周
年
事
業
と

な
る
。
実
行
委
員
会
を
設
け
て

い
る
の
で
検
討
し
た
い
。

基
本
健
康
診
査
の
追
加

実
施
の
検
討
結
果
は
。

本
年
度
に
限
り
、
１
月

に
個
別
診
療
に
よ
り
行
う
。

西
原
第
二
小
学
校
跡
地

利
用
に
つ
い
て
、
福
祉
団
体
へ

の
配
慮
は
。

庁
内
で
関
係
部
の
連
絡

会
を
設
け
て
整
理
を
し
て
い
る
。

１
月
中
に
決
定
で
き
れ
ば
と
思

う
。
そ
れ
か
ら
、
市
民
の
意
見

を
聞
く
機
会
を
持
つ
予
定
。

西
東
京
市
集
団
回
収
奨

励
金
に
つ
い
て
、
自
治
会
や
子

ど
も
会
な
ど
、
市
内
360
団
体
が
、

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
へ
協
力
。
助

成
手
続
の
中
で
、
申
請
書
や
請

求
書
の
記
入
方
法
で
問
題
が
あ

る
。
金
額
欄
を
白
紙
で
提
出
さ

せ
て
い
る
こ
と
に
問
題
は
な
い

か
。

一
連
の
手
続
は
、
事
情

が
あ
っ
た
こ
と
に
せ
よ
改
善
の

余
地
が
あ
る
。
不
信
を
招
か
ぬ

よ
う
申
請
手
続
で
の
対
応
等
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

白
紙
委
任
状
と
変
わ
ら

な
い
手
法
で
市
民
に
お
願
い
し

て
い
る
こ
と
は
、
公
金
支
出
の

観
点
か
ら
不
当
な
手
続
だ
と
私

は
思
う
。
今
後
調
査
が
必
要
。

お
り
、
万
全
の
体
制
を
と
っ
た

中
で
本
シ
ス
テ
ム
に
対
応
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

防
災
無
線
が
聞
こ
え
な

い
場
所
が
あ
る
と
い
う
声
が
何

件
も
届
い
て
い
る
、
対
策
は
。

防
災
無
線
の
配
置
等
の

見
直
し
に
よ
り
、
市
域
全
域
に

音
響
エ
リ
ア
を
確
保
す
る
た
め

適
正
な
整
備
を
進
め
た
い
。

田
無
駅
と
花
小
金
井
駅
間
の

新
田
無
駅
構
想
に
つ
い
て

田
無
市
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
中
に
「
新
田
無

駅
の
開
設
を
想
定
し
て
長
期
的

視
点
で
実
現
を
考
え
ま
す
」
と

あ
る
。
将
来
構
想
、
長
期
計
画

の
中
に
盛
り
込
ん
で
い
た
だ
き

た
い
。
市
長
の
見
解
は
。

旧
田
無
市
長
か
ら
も
聞

い
て
い
る
。
将
来
展
望
と
し
て

今
後
の
検
討
課
題
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、

国
で
は
、
個
人
情
報
保
護
法
案

の
審
議
が
進
ま
な
い
ま
ま
、
な

し
崩
し
的
に
法
制
拡
大
に
走
っ

て
い
く
、
こ
う
い
っ
た
国
の
暴

走
に
は
我
々
自
治
体
が
歯
ど
め

を
か
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

私
は
西
東
京
市
が
離
脱
、
あ
る

い
は
切
断
と
い
う
こ
と
も
視
野

に
入
れ
た
検
討
を
改
め
て
考
え

て
い
く
べ
き
と
思
っ
て
い
る
が
、

市
長
の
見
解
は
。

今
幾
つ
か
の
自
治
体
の

や
っ
て
い
る
こ
と
が
違
法
。
西

東
京
市
と
し
て
は
既
定
方
針
ど
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